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【手続補正書】
【提出日】平成31年4月2日(2019.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　免疫細胞捕捉デバイスであって、
　生理学的に適合性の多孔性ポリマー足場、および
　複数の精製抗原
を含み、前記複数の抗原が、前記デバイス内の前記複数の抗原に特異的な複数の免疫細胞
を誘引し、捕捉する、免疫細胞捕捉デバイス。
【請求項２】
　前記抗原が、前記ポリマー足場上に物理的に吸着されている、請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項３】
　前記抗原が、前記ポリマー足場によって封入されている、請求項１に記載のデバイス。
【請求項４】
　免疫細胞動員剤をさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項５】
　前記免疫細胞動員剤が、Ｔ細胞動員剤、樹状細胞動員剤、マクロファージ動員剤、ナチ
ュラルキラー（ＮＫ）細胞動員剤、ＣＤ３＋Ｔ細胞動員剤、ＣＤ４＋Ｔ細胞動員剤、ＣＤ
８＋Ｔ細胞動員剤、ＣＤ８＋Ｔ細胞動員剤、制御性Ｔ細胞（Ｔｒｅｇ）動員剤、増殖因子
、サイトカイン、インターロイキン、接着シグナル伝達分子、インテグリンシグナル伝達
分子、インターフェロン、リンホカイン、もしくはケモカイン、もしくはそれらの断片か
らなる群から選択される作用物質、またはそれらの組合せを含む、請求項４に記載のデバ
イス。
【請求項６】
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　前記デバイスへの前記免疫細胞の侵入を増進する作用物質をさらに含む、請求項１に記
載のデバイス。
【請求項７】
　前記複数の抗原が、がん抗原、非自己抗原または自己抗原である、請求項１に記載のデ
バイス。
【請求項８】
　前記がん抗原が、ＭＡＧＥ－１、ＭＡＧＥ－２、ＭＡＧＥ－３、ＣＥＡ、チロシナーゼ
、ミッドカイン、ＢＡＧＥ、ＣＡＳＰ－８、β－カテニン、β－カテニン、γ－カテニン
、ＣＡ－１２５、ＣＤＫ－１、ＣＤＫ４、ＥＳＯ－１、ｇｐ７５、ｇｐ１００、ＭＡＲＴ
－１、ＭＵＣ－１、ＭＵＭ－１、ｐ５３、ＰＡＰ、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ｒａｓ、ｔｒｐ－
１、ＨＥＲ－２、ＴＲＰ－１、ＴＲＰ－２、ＩＬ１３Ｒアルファ、ＩＬ１３Ｒアルファ２
、ＡＩＭ－２、ＡＩＭ－３、ＮＹ－ＥＳＯ－１、Ｃ９ｏｒｆ１１２、ＳＡＲＴ１、ＳＡＲ
Ｔ２、ＳＡＲＴ３、ＢＲＡＰ、ＲＴＮ４、ＧＬＥＡ２、ＴＮＫＳ２、ＫＩＡＡ０３７６、
ＩＮＧ４、ＨＳＰＨ１、Ｃ１３ｏｒｆ２４、ＲＢＰＳＵＨ、Ｃ６ｏｒｆ１５３、ＮＫＴＲ
、ＮＳＥＰ１、Ｕ２ＡＦ１Ｌ、ＣＹＮＬ２、ＴＰＲ、ＳＯＸ２、ＧＯＬＧＡ、ＢＭＩ１、
ＣＯＸ－２、ＥＧＦＲｖＩＩＩ、ＥＺＨ２、ＬＩＣＡＭ、Ｌｉｖｉｎ、Ｌｉｖｉｎβ、Ｍ
ＲＰ－３、Ｎｅｓｔｉｎ、ＯＬＩＧ２、ＡＲＴ１、ＡＲＴ４、Ｂ－サイクリン、Ｇｌｉ１
、Ｃａｖ－１、カテプシンＢ、ＣＤ７４、Ｅ－カドヘリン、ＥｐｈＡ２／Ｅｃｋ、Ｆｒａ
－１／Ｆｏｓｌ　１、ＧＡＧＥ－１、ガングリオシド／ＧＤ２、ＧｎＴ－Ｖ、β１，６－
Ｎ、Ｋｉ６７、Ｋｕ７０／８０、ＰＲＯＸ１、ＰＳＣＡ、ＳＯＸ１０、ＳＯＸ１１、サバ
イビン、ＵＰＡＲ、ＷＴ－１、ジペプチジルペプチダーゼＩＶ（ＤＰＰＩＶ）、アデノシ
ンデアミナーゼ結合タンパク質（ＡＤ　Ａｂｐ）、シクロフィリンｂ、結腸直腸関連抗原
（ＣＲＣ）－Ｃ０１７－１Ａ／ＧＡ７３３、Ｔ細胞受容体／ＣＤ３－ゼータ鎖、腫瘍抗原
のＧＡＧＥファミリー、ＲＡＧＥ、ＬＡＧＥ－Ｉ、ＮＡＧ、ＧｎＴ－Ｖ、ＲＣＡＳｌ、α
－フェトプロテイン、ｐｌ２０ｃｔｎ、Ｐｍｅｌ１１７、ＰＲＡＭＥ、脳グリコーゲンホ
スホリラーゼ、ＳＳＸ－Ｉ、ＳＳＸ－２（ＨＯＭ－ＭＥＬ－４０）、ＳＳＸ－Ｉ、ＳＳＸ
－４、ＳＳＸ－５、ＳＣＰ－Ｉ、ＣＴ－７、ｃｄｃ２７、大腸腺腫症タンパク質（ＡＰＣ
）、フォドリン、ＰｌＡ、コネキシン３７、Ｉｇ－イディオタイプ、ｐｌ５、ＧＭ２、Ｇ
Ｄ２ガングリオシド、腫瘍抗原のＳｍａｄファミリー、ｌｍｐ－１、ＥＢＶコード化核抗
原（ＥＢＮＡ）－Ｉ、ＵＬ１６結合タンパク質様転写物１（Ｍｕｌｔ１）、ＲＡＥ－１タ
ンパク質、Ｈ６０、ＭＩＣＡ、ＭＩＣＢ、およびｃ－ｅｒｂＢ－２、またはこれらの免疫
原性ペプチド、ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、請求項７に記載のデ
バイス。
【請求項９】
　前記非自己抗原が、ウイルス、細菌、原生動物、寄生虫および真菌からなる群から選択
される病原体に由来する病原性抗原である、請求項７に記載のデバイス。
【請求項１０】
　前記自己抗原が、自己免疫応答の対象である細胞の可溶化物に由来するか、前記自己抗
原が、膵ベータ細胞抗原、神経細胞抗原、骨もしくは関節関連自己免疫疾患関連抗原、ま
たは胃腸疾患関連抗原である、請求項７に記載のデバイス。
【請求項１１】
　他の免疫細胞と比較してＴ細胞を優先的に誘引し、ＣＣＬ１、ＣＣＬ２（ＭＣＰ－１）
、ＣＣＬ３、ＣＣＬ４、ＣＣＬ５（ＲＡＮＴＥＳ）、ＣＣＬ１７、ＣＣＬ１９、ＣＣＬ２
２、ＣＸＣＬ１２およびＸＣＬ１からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれら
の断片、またはそれらの組合せをさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１２】
　他の免疫細胞と比較して樹状細胞（ＤＣ）またはマクロファージを優先的に誘引し、Ｃ
ＣＬ２、ＣＣＬ３、ＣＣＬ５、ＣＣＬ７、ＣＣＬ８、ＣＣＬ１３、ＣＣＬ１７およびＣＣ
Ｌ２２からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれらの断片、またはそれらの組
合せをさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
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【請求項１３】
　他の免疫細胞と比較してＴ細胞と樹状細胞（ＤＣ）の両方を優先的に誘引し、ＣＣＬ１
７およびＣＣＬ２２からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれらの断片、また
はそれらの組合せをさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１４】
　ＬＦＡ－１、ＭＡｄＣＡＭ－１、ＶＣＡＭ－１、ＣＤ２８およびＣＴＬＡ－４、もしく
はそれらの断片、またはそれらの組合せからなる群から選択される、Ｔ細胞の複数の接着
受容体をさらに含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１５】
　約１０μｇ～約２．０ｍｇの前記抗原を含むか、または、前記足場の乾燥重量１グラム
当り約０．１μｇ～約４００μｇの前記抗原を含む、請求項１に記載のデバイス。
【請求項１６】
　前記多孔性ポリマー足場が、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ
（ラクチド－ｃｏ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）、アルギネートもしくはその誘導体、ゼラ
チン、コラーゲン、フィブリン、ヒアルロン酸（ＨＡ）、アガロース、多糖類、ポリアミ
ノ酸、ポリペプチド、ポリエステル、ポリ無水物、ポリホスファジン、ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）、ポリアルキレンオキシド（ＰＡＯ）、ポリアリルアミン（ＰＡＭ）、ポ
リアクリレート、改変スチレンポリマー、プルロニックポリオール、ポロキサマー（poly
oxamer）、ポリウロン酸、およびポリビニルピロリドンもしくはそのコポリマー、または
そのグラフトポリマーからなる群から選択される化合物を含む、請求項１に記載のデバイ
ス。
【請求項１７】
　請求項１に記載のデバイスと薬学的に許容される担体とを含む医薬組成物。
【請求項１８】
　静脈内投与、皮下投与、腹腔内投与、または筋肉内投与用に製剤化される、請求項１７
に記載の医薬組成物。
【請求項１９】
　それを必要とする対象の疾患を処置する方法において用いるための、請求項１に記載の
デバイスを含む医薬組成物であって、前記処置は、
　前記複数の抗原が前記疾患に特異的である、前記組成物を、対象に投与するステップ、
　前記デバイス内に捕捉された複数の免疫細胞を収集するステップであって、前記複数の
免疫細胞が前記複数の抗原に特異的であるステップ、および
　前記複数の免疫細胞を前記対象に投与することによって前記対象の前記疾患を処置する
ステップを含む、医薬組成物。
【請求項２０】
　前記処置が、前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、請求項１
９に記載の医薬組成物。
【請求項２１】
　前記処置が、
　前記複数の免疫細胞を増殖することによって、前記疾患に特異的である免疫細胞の増殖
された集団を生じさせるステップ、および
　免疫細胞の前記増殖された集団を前記対象に投与するステップをさらに含む、請求項１
９に記載の医薬組成物。
【請求項２２】
　前記疾患が、がんであり、前記デバイスが、前記がんに特異的である抗原を含む、請求
項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２３】
　前記疾患が、自己免疫疾患であり、前記デバイスが、前記自己免疫疾患に特異的である
抗原を含む、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２４】
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　前記疾患が、病原体によって引き起こされ、前記デバイスが、前記病原体に特異的であ
る抗原を含む、請求項１９に記載の医薬組成物。
【請求項２５】
　抗原に特異的な免疫細胞を得る方法において使用するための、請求項１に記載のデバイ
スであって、前記方法は、
　前記デバイスを対象に投与するステップ、および
　前記デバイス内に捕捉された免疫細胞を回収することによって、前記抗原に特異的な免
疫細胞を得るステップ
を含む、デバイス。
【請求項２６】
　前記方法は、前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、請求項２
５に記載のデバイス。
【請求項２７】
　対象が自己免疫疾患を有するかどうかを決定する方法において使用するための、請求項
１に記載のデバイスであって、前記方法は、
　前記複数の抗原が前記自己免疫疾患に特異的である前記デバイスを、対象に投与するス
テップ、
　前記デバイス内に捕捉された免疫細胞を収集するステップであって、前記免疫細胞が前
記自己免疫疾患に特異的であるステップ、および
　前記デバイス内に捕捉された前記自己免疫疾患に特異的な免疫細胞の数を決定すること
によって、対象が自己免疫疾患を有するかどうかを決定するステップ
を含む、デバイス。
【請求項２８】
　前記方法は、前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、請求項２
７に記載のデバイス。
【請求項２９】
　請求項１に記載のデバイスを製造する方法であって、
　複数の精製抗原を生理学的に適合性のポリマーとともにインキュベートしてポリマー－
抗原混合物を生じさせるステップ、
　前記ポリマー－抗原混合物を凍結し、凍結乾燥させ、ポロゲンと混合するステップ、
　前記混合物を圧縮成形してディスクを生成するステップ、
　前記ディスクを高圧ＣＯ２環境に付し、圧力を急速に低下させて、前記ポリマーを膨張
させ、かつ融合させて、連通型足場構造にするステップ、および
　前記構造を水に浸漬することによって前記足場構造から前記ポロゲンを浸出させて多孔
性物品を生じさせることによって、前記デバイスを製造するステップ
を含む方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１６１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１６１】
　当業者は、慣用の実験以上を使用することなく、本明細書に記載する特定の実施形態お
よび方法の多くの均等物を認識するか、またはそのような均等物を確認することができる
。そのような均等物は、後続の特許請求の範囲に記載の範囲によって包含されることが意
図される。
　本発明の実施形態の例として、以下の項目が挙げられる。
（項目１）
　免疫細胞捕捉デバイスであって、
　生理学的に適合性の多孔性ポリマー足場、および
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　複数の精製抗原
を含み、前記複数の抗原が、前記デバイス内の前記複数の抗原に特異的な複数の免疫細胞
を誘引し、捕捉する、免疫細胞捕捉デバイス。
（項目２）
　前記抗原が、前記ポリマー足場上に吸収されている、項目１に記載のデバイス。
（項目３）
　前記抗原が、前記ポリマー足場によって封入されている、項目１に記載のデバイス。
（項目４）
　前記複数の抗原が、前記複数の免疫細胞上の受容体に結合する、項目１に記載のデバイ
ス。
（項目５）
　免疫細胞を殺滅または排除する作用物質を含有しない、項目１に記載のデバイス。
（項目６）
　免疫細胞動員剤をさらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目７）
　前記免疫細胞動員剤が、Ｔ細胞動員剤、樹状細胞動員剤およびマクロファージ動員剤か
らなる群から選択される作用物質、またはそれらの組合せを含む、項目６に記載のデバイ
ス。
（項目８）
　前記免疫細胞動員剤が、ナチュラルキラー（ＮＫ）細胞動員剤、ＣＤ３＋Ｔ細胞動員剤
、ＣＤ４＋Ｔ細胞動員剤、ＣＤ８＋Ｔ細胞動員剤、ＣＤ８＋Ｔ細胞動員剤、制御性Ｔ細胞
（Ｔｒｅｇ）動員剤からなる群から選択される作用物質、またはそれらの組合せを含む、
項目６に記載のデバイス。
（項目９）
　前記免疫細胞動員剤が、増殖因子、サイトカイン、インターロイキン、接着シグナル伝
達分子、インテグリンシグナル伝達分子、インターフェロン、リンホカイン、もしくはケ
モカイン、もしくはそれらの断片、またはそれらの組合せである、項目６に記載のデバイ
ス。
（項目１０）
　前記インターロイキンが、ＩＬ－１、ＩＬ－２、ＩＬ－４、ＩＬ－５、ＩＬ－１０、Ｉ
Ｌ－１２およびＩＬ－１７からなる群から選択される、項目９に記載のデバイス。
（項目１１）
　前記デバイスへの前記免疫細胞の侵入を増進する作用物質をさらに含む、項目１に記載
のデバイス。
（項目１２）
　前記複数の抗原が、がん抗原である、項目１に記載のデバイス。
（項目１３）
　前記がん抗原が、ＭＡＧＥ－１、ＭＡＧＥ－２、ＭＡＧＥ－３、ＣＥＡ、チロシナーゼ
、ミッドカイン、ＢＡＧＥ、ＣＡＳＰ－８、β－カテニン、β－カテニン、γ－カテニン
、ＣＡ－１２５、ＣＤＫ－１、ＣＤＫ４、ＥＳＯ－１、ｇｐ７５、ｇｐ１００、ＭＡＲＴ
－１、ＭＵＣ－１、ＭＵＭ－１、ｐ５３、ＰＡＰ、ＰＳＡ、ＰＳＭＡ、ｒａｓ、ｔｒｐ－
１、ＨＥＲ－２、ＴＲＰ－１、ＴＲＰ－２、ＩＬ１３Ｒアルファ、ＩＬ１３Ｒアルファ２
、ＡＩＭ－２、ＡＩＭ－３、ＮＹ－ＥＳＯ－１、Ｃ９ｏｒｆ１１２、ＳＡＲＴ１、ＳＡＲ
Ｔ２、ＳＡＲＴ３、ＢＲＡＰ、ＲＴＮ４、ＧＬＥＡ２、ＴＮＫＳ２、ＫＩＡＡ０３７６、
ＩＮＧ４、ＨＳＰＨ１、Ｃ１３ｏｒｆ２４、ＲＢＰＳＵＨ、Ｃ６ｏｒｆ１５３、ＮＫＴＲ
、ＮＳＥＰ１、Ｕ２ＡＦ１Ｌ、ＣＹＮＬ２、ＴＰＲ、ＳＯＸ２、ＧＯＬＧＡ、ＢＭＩ１、
ＣＯＸ－２、ＥＧＦＲｖＩＩＩ、ＥＺＨ２、ＬＩＣＡＭ、Ｌｉｖｉｎ、Ｌｉｖｉｎβ、Ｍ
ＲＰ－３、Ｎｅｓｔｉｎ、ＯＬＩＧ２、ＡＲＴ１、ＡＲＴ４、Ｂ－サイクリン、Ｇｌｉ１
、Ｃａｖ－１、カテプシンＢ、ＣＤ７４、Ｅ－カドヘリン、ＥｐｈＡ２／Ｅｃｋ、Ｆｒａ
－１／Ｆｏｓｌ　１、ＧＡＧＥ－１、ガングリオシド／ＧＤ２、ＧｎＴ－Ｖ、β１，６－
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Ｎ、Ｋｉ６７、Ｋｕ７０／８０、ＰＲＯＸ１、ＰＳＣＡ、ＳＯＸ１０、ＳＯＸ１１、サバ
イビン、ＵＰＡＲ、ＷＴ－１、ジペプチジルペプチダーゼＩＶ（ＤＰＰＩＶ）、アデノシ
ンデアミナーゼ結合タンパク質（ＡＤ　Ａｂｐ）、シクロフィリンｂ、結腸直腸関連抗原
（ＣＲＣ）－Ｃ０１７－１Ａ／ＧＡ７３３、Ｔ細胞受容体／ＣＤ３－ゼータ鎖、腫瘍抗原
のＧＡＧＥファミリー、ＲＡＧＥ、ＬＡＧＥ－Ｉ、ＮＡＧ、ＧｎＴ－Ｖ、ＲＣＡＳｌ、α
－フェトプロテイン、ｐｌ２０ｃｔｎ、Ｐｍｅｌ１１７、ＰＲＡＭＥ、脳グリコーゲンホ
スホリラーゼ、ＳＳＸ－Ｉ、ＳＳＸ－２（ＨＯＭ－ＭＥＬ－４０）、ＳＳＸ－Ｉ、ＳＳＸ
－４、ＳＳＸ－５、ＳＣＰ－Ｉ、ＣＴ－７、ｃｄｃ２７、大腸腺腫症タンパク質（ＡＰＣ
）、フォドリン、ＰｌＡ、コネキシン３７、Ｉｇ－イディオタイプ、ｐｌ５、ＧＭ２、Ｇ
Ｄ２ガングリオシド、腫瘍抗原のＳｍａｄファミリー、ｌｍｐ－１、ＥＢＶコード化核抗
原（ＥＢＮＡ）－Ｉ、ＵＬ１６結合タンパク質様転写物１（Ｍｕｌｔ１）、ＲＡＥ－１タ
ンパク質、Ｈ６０、ＭＩＣＡ、ＭＩＣＢ、およびｃ－ｅｒｂＢ－２、またはこれらの免疫
原性ペプチド、ならびにそれらの組合せからなる群から選択される、項目１２に記載のデ
バイス。
（項目１４）
　前記複数の抗原が、非自己抗原である、項目１に記載のデバイス。
（項目１５）
　前記非自己抗原が、ウイルス、細菌、原生動物、寄生虫および真菌からなる群から選択
される病原体に由来する病原性抗原である、項目１４に記載のデバイス。
（項目１６）
　前記病原体が、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｂｏｖｉｓ、ヒトパピローマウイルス（
ＨＰＶ）、ヒト免疫不全ウイルス、ポックスウイルス、天然痘ウイルス、エボラウイルス
、マールブルグウイルス、デング熱ウイルス、インフルエンザウイルス、パラインフルエ
ンザウイルス、呼吸器合胞体ウイルス、麻疹ウイルス、水痘・帯状疱疹ウイルス、単純ヘ
ルペスウイルス、サイトメガロウイルス、エプスタイン・バーウイルス、ＪＣウイルス、
ラブドウイルス、ロタウイルス、ライノウイルス、アデノウイルス、パピローマウイルス
、パルボウイルス、ピコルナウイルス、ポリオウイルス、流行性耳下腺炎の原因となるウ
イルス、狂犬病の原因となるウイルス、レオウイルス、風疹ウイルス、トガウイルス、オ
ルソミクソウイルス、レトロウイルス、ヘパドナウイルス、コクサッキーウイルス、ウマ
脳炎ウイルス、日本脳炎ウイルス、黄熱病ウイルス、リフトバレー熱ウイルス、Ａ型肝炎
ウイルス、Ｂ型肝炎ウイルス、Ｃ型肝炎ウイルス、Ｄ型肝炎ウイルス、Ｅ型肝炎ウイルス
、ＳＡＲＳ　ＣｏＶ、ＭＥＲＳ　ＣｏＶ、エンテロウイルス、Ｂｏｒｒｅｌｉａ属種、Ｂ
ａｃｉｌｌｕｓ　ａｎｔｈｒａｃｉｓ、Ｂｏｒｒｅｌｉａ　ｂｕｒｇｄｏｒｆｅｒｉ、Ｂ
ｏｒｄｅｔｅｌｌａ　ｐｅｒｔｕｓｓｉｓ、Ｃａｍｐｈｙｌｏｂａｃｔｅｒ　ｊｅｊｕｎ
ｉ、Ｃｈｌａｍｙｄｉａ属種、Ｃｈｌａｍｙｄｉａｌ　ｐｓｉｔｔａｃｉ、Ｃｈｌａｍｙ
ｄｉａｌ　ｔｒａｃｈｏｍａｔｉｓ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ属種、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉ
ｕｍ　ｔｅｔａｎｉ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄｉｕｍ　ｂｏｔｕｌｉｎｕｍ、Ｃｌｏｓｔｒｉｄ
ｉｕｍ　ｐｅｒｆｒｉｎｇｅｎｓ、Ｃｏｒｙｎｅｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｄｉｐｈｔｈｅｒ
ｉａｅ、Ｃｏｘｉｅｌｌａ属種、Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ属種、Ｅｒｌｉｃｈｉａ属種
、Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ、Ｆｒａｎｃｉｓｅｌｌａ　ｔｕｌａｒｅｎｓｉｓ
、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ属種、Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ、Ｈａ
ｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｐａｒａｉｎｆｌｕｅｎｚａｅ、Ｌａｃｔｏｂａｃｉｌｌｕｓ属種
、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ属種、Ｌｅｇｉｏｎｅｌｌａ　ｐｎｅｕｍｏｐｈｉｌａ、Ｌｅｐ
ｔｏｓｐｉｒｏｓｉｓ　ｉｎｔｅｒｒｏｇａｎｓ、Ｌｉｓｔｅｒｉａ属種、Ｌｉｓｔｅｒ
ｉａ　ｍｏｎｏｃｙｔｏｇｅｎｅｓ、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ属種、Ｍｙｃｏｂａｃ
ｔｅｒｉｕｍ　ｔｕｂｅｒｃｕｌｏｓｉｓ、Ｍｙｃｏｂａｃｔｅｒｉｕｍ　ｌｅｐｒａｅ
、Ｍｙｃｏｐｌａｓｍａ属種、Ｍｙｃｏｐｌａｓｍａ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ、Ｎｅｉｓ
ｓｅｒｉａ属種、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ　ｍｅｎｉｎｇｉｔｉｄｉｓ、Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ
　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ、Ｐｎｅｕｍｏｃｏｃｃｕｓ属種、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ属
種、Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ属種、Ｓａ
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ｌｍｏｎｅｌｌａ　ｔｙｐｈｉ、Ｓａｌｍｏｎｅｌｌａ　ｅｎｔｅｒｉｃａ、Ｒｉｃｋｅ
ｔｔｓｉａ属種、Ｒｉｃｋｅｔｔｓｉａ　ｒｉｃｋｅｔｓｉｉ、Ｒｉｃｋｅｔｔｓｉａ　
ｔｙｐｈｉ、Ｓｈｉｇｅｌｌａ属種、Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ属種、Ｓｔａｐｈｙ
ｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ属種、Ｓｔｒｅｐｔｏｃ
ｏｃｃｃｕｓ　ｐｎｕｅｍｏｎｉａｅ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｙｒｏｇｅｎｅ
ｓ、Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｍｕｔａｎｓ、Ｔｒｅｐｏｎｅｍａ属種、Ｔｒｅｐｏ
ｎｅｍａ　ｐａｌｌｉｄｕｍ、Ｖｉｂｒｉｏ属種、Ｖｉｂｒｉｏ　ｃｈｏｌｅｒａｅ、Ｙ
ｅｒｓｉｎｉａ　ｐｅｓｔｉｓ、メチシリン耐性Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒ
ｅｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ属種、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ、ｆｕｎｉｇａｔｕｓ、
Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｆｌａｖｕｓ、Ａｓｐｅｒｇｉｌｌｕｓ　ｃａｌｖａｔｕｓ、
Ｃａｎｄｉｄａ属種、Ｃａｎｄｉｄａ　ａｌｂｉｃａｎｓ、Ｃａｎｄｉｄａ　ｔｒｏｐｉ
ｃａｌｉｓ、Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ属種、Ｃｒｙｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｎｅｏｆｏｒ
ｍａｎｓ、Ｅｎｔａｍｏｅｂａ　ｈｉｓｔｏｌｙｔｉｃａ、Ｈｉｓｔｏｐｌａｓｍａ　ｃ
ａｐｓｕｌａｔｕｍ、Ｌｅｉｓｈｍａｎｉａ属種、Ｎｏｃａｒｄｉａ　ａｓｔｅｒｏｉｄ
ｅｓ、Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ　ｆａｌｃｉｐａｒｕｍ、Ｓｔａｃｈｙｂｏｔｒｙｓ　ｃｈ
ａｒｔａｒｕｍ、Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ　ｇｏｎｄｉｉ、Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ　ｖａ
ｇｉｎａｌｉｓ、Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ属種、Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ　ｂｒｕｃｅｉ、
Ｓｃｈｉｓｔｏｓｏｍａ　ｍａｎｓｏｎｉ、Ｆｕｓａｒｉｕｍ属種、Ｔｒｉｃｈｏｐｈｙ
ｔｏｎ属種、Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ属種、Ｔｏｘｏｐｌａｓｍａ属種、Ｅｎｔａｍｏｅｂ
ａ属種、Ｂａｂｅｓｉａ属種、Ｔｒｙｐａｎｏｓｏｍａ属種、Ｌｅｓｈｍａｎｉａ属種、
Ｐｎｅｕｍｏｃｙｓｔｉｓ属種、Ｐｎｅｕｍｏｃｙｓｔｉｓ　ｊｉｒｏｖｅｃｉｉ、Ｔｒ
ｉｃｈｏｍｏｎａｓ属種、Ｇｉａｒｄｉａ属種、Ｓｃｈｉｓｏｓｔｏｍａ属種、Ｃｒｙｐ
ｔｏｓｐｏｒｉｄｉｕｍ属種、Ｐｌａｓｍｏｄｉｕｍ属種、Ｅｎｔａｍｏｅｂａ属種、Ｎ
ａｅｇｌｅｒｉａ属種、Ａｃａｎｔｈａｍｏｅｂａ属種、Ｂａｌａｍｕｔｈｉａ属種、Ｔ
ｏｘｏｐｌａｓｍａ属種、Ｇｉａｒｄｉａ属種、Ｔｒｉｃｈｏｍｏｎａｓ属種、Ｌｅｉｓ
ｈｍａｎｉａ属種、およびＴｒｙｐａｎｏｓｏｍａ属種からなる群から選択される、項目
１５に記載のデバイス。
（項目１７）
　前記抗原が、自己抗原である、項目１に記載のデバイス。
（項目１８）
　前記抗原が、自己免疫応答の対象である細胞の可溶化物に由来する、項目１７に記載の
デバイス。
（項目１９）
　前記抗原が、膵ベータ細胞抗原、神経細胞抗原、骨もしくは関節関連自己免疫疾患関連
抗原、または胃腸疾患関連抗原である、項目１７に記載のデバイス。
（項目２０）
　前記膵ベータ細胞抗原が、Ｉ型糖尿病に関連する抗原であり、前記神経細胞抗原が、多
発性硬化症に関連する抗原であり、前記骨または関節関連抗原が、関節リウマチに関連す
る抗原であり、前記胃腸疾患関連抗原が、炎症性腸疾患またはクローン病に関連する抗原
である、項目１９に記載のデバイス。
（項目２１）
　ＲＧＤペプチド、ＣｐＧオリゴヌクレオチドもしくは顆粒球マクロファージコロニー刺
激因子（ＧＭ－ＣＳＦ）サイトカイン、もしくはそれらの断片、またはそれらの組合せを
さらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目２２）
　ＲＧＤペプチドも、ＣｐＧオリゴヌクレオチドも、顆粒球マクロファージコロニー刺激
因子（ＧＭ－ＣＳＦ）サイトカインも、それらの断片も、それらの組合せも含有しない、
項目１に記載のデバイス。
（項目２３）
　他の免疫細胞と比較してＴ細胞を優先的に誘引し、ＣＣＬ１、ＣＣＬ２（ＭＣＰ－１）
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、ＣＣＬ－３、ＣＣＬ－４、ＣＣＬ－５（ＲＡＮＴＥＳ）、ＣＣＬ－１７、ＣＣＬ－２２
、ＣＸＣＬ１２およびＸＣＬ１からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれらの
断片、またはそれらの組合せをさらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目２４）
　前記ケモカインが、
（ａ）ＣＣＬ１（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８１．２；ＧＩ：５
２３４９８６９６およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１３２９；ＧＩ
：２５７１５３４０４）、
（ｂ）ＣＣＬ２（ＭＰＣ－１）（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８２
．３；ＧＩ：５６１１９１６９およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１１
３３３．３；ＧＩ：１４１８０３１６２）、
（ｃ）ＣＣＬ３（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８３．２；ＧＩ：１
２１５８２４６５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１３３７．２；
ＧＩ：１２６４３２５５２）、
（ｄ）ＣＣＬ４（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００２９８４．３；ＧＩ：７
４８５８５１８９　ＮＭ　０１３６５２．２およびマウスホモログについての受託番号：
ＮＭ＿０１３６５２．２；ＧＩ：１２６３６６０３１）、
（ｅ）ＣＣＬ５（ＲＡＮＴＥＳ）（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８
５．２；ＧＩ：２２５３８８１３およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１
３６５３．３；ＧＩ：１６４６９８４２７）、
（ｆ）ＣＣＬ１７（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８７．２；ＧＩ：
２２５３８８０１およびＮＭ＿０１１３３２．３；およびマウスホモログについての受託
番号：ＮＭ＿０１１３３２．３；ＧＩ：２２５７３５５７８）、
（ｇ）ＣＣＬ１９（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００６２７４．２；ＧＩ：
２２１６５４２４およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１８８８．２；
ＧＩ：１０５１８３４５）、
（ｈ）ＣＣＬ２２（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９９０．４；ＧＩ：
３００３６０５７５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿００９１３７．２
；ＧＩ：１５４２４０６９５）、
（ｉ）ＣＸＣＬ１２（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿１９９１６８．３；ＧＩ
：２９１０４５２９８およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿００１２７７９
９０．１；ＧＩ：４８９４０６３８９）、および
（ｊ）ＸＣＬ１（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９９５．２；ＧＩ：３
１２４３４０２６およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　００８５１０．１；
ＧＩ：６６７８７１１）
からなる群から選択されるケモカインである、項目２３に記載のデバイス。
（項目２５）
　他の免疫細胞と比較して樹状細胞（ＤＣ）またはマクロファージを優先的に誘引し、Ｃ
ＣＬ２、ＣＣＬ３、ＣＣＬ５、ＣＣＬ７、ＣＣＬ８、ＣＣＬ１３、ＣＣＬ１７およびＣＣ
Ｌ２２からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれらの断片、またはそれらの組
合せをさらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目２６）
　前記ケモカインが、
（ａ）ＣＣＬ２（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００２９８２．３；ＧＩ：５
６１１９１６９およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１３３３．３；Ｇ
Ｉ：１４１８０３１６２）、
（ｂ）ＣＣＬ３（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８３．２；ＧＩ：１
２１５８２４６５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１１３３７．２；
ＧＩ：１２６４３２５５２）、
（ｃ）ＣＣＬ５（バリアント１）（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００２９８
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５．２；ＧＩ：２２５３８８１３およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１
３６５３．３；ＧＩ：１６４６９８４２７）、
（ｄ）ＣＣＬ７（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００６２７３．３；ＧＩ：４
２８６７３５４０およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１３６５４．３；
ＧＩ：２２６９５８６６４）、
（ｅ）ＣＣＬ８（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００５６２３．２；ＧＩ：２
２５３８８１５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０２１４４３．３；Ｇ
Ｉ：２５５７０８４６８）、
（ｆ）ＣＣＬ１３（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００５４０８．２；ＧＩ：
２２５３８７９９およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿０１１３３３．３；
ＧＩ：１４１８０３１６２）、
（ｇ）ＣＣＬ１７（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８７．２；ＧＩ：
２２５３８８０１およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１３３２．３；
ＧＩ：２２５７３５５７８）、および
（ｈ）ＣＣＬ２２（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９９０．４；ＧＩ：
３００３６０５７５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿００９１３７．２
；ＧＩ：１５４２４０６９５）
からなる群から選択されるケモカインである、項目２５に記載のデバイス。
（項目２７）
　他の免疫細胞と比較してＴ細胞と樹状細胞（ＤＣ）の両方を優先的に誘引し、ＣＣＬ１
７およびＣＣＬ２２からなる群から選択されるケモカイン、もしくはそれらの断片、また
はそれらの組合せをさらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目２８）
　前記ケモカインが、
（ａ）ＣＣＬ１７（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９８７．２；ＧＩ：
２２５３８８０１およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ　０１１３３２．３；
ＧＩ：２２５７３５５７８）、および
（ｂ）ＣＣＬ２２（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ＿００２９９０．４；ＧＩ：
３００３６０５７５およびマウスホモログについての受託番号：ＮＭ＿００９１３７．２
；ＧＩ：１５４２４０６９５）
からなる群から選択されるケモカインである、項目２７に記載のデバイス。
（項目２９）
　ＬＦＡ－１、ＭＡｄＣＡＭ－１、ＶＣＡＭ－１、ＣＤ２８およびＣＴＬＡ－４、もしく
はそれらの断片、またはそれらの組合せからなる群から選択される、Ｔ細胞の複数の接着
受容体をさらに含む、項目１に記載のデバイス。
（項目３０）
　前記接着受容体が、
（ａ）ＬＦＡ（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　０００２１１．４；ＧＩ：７３
５３６７７７４およびマウスホモログについての受託番号：Ｍ６０７７８．１；ＧＩ：１
９８７８５）、
（ｂ）ＭＡｄＣＡＭ－１（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　１３０７６０．２　
ＧＩ：１０９６３３０２１およびマウスホモログについての受託番号：Ｄ５０４３４．２
；ＧＩ：６０３９１３１１）、
（ｃ）ＶＣＡＭ－１（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００１０７８．３；ＧＩ
：３１５４３４２６９およびマウスホモログについての受託番号：Ｘ６７７８３．１；Ｇ
Ｉ：２９８１１６）、
（ｄ）ＣＤ２８（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００６１３９．３；ＧＩ：３
４０５４５５０６およびマウスホモログについての受託番号：ＢＣ０６４０５８．１；Ｇ
Ｉ：３９８５０２０１）、および
（ｅ）ＣＴＬＡ－４（ヒトホモログについての受託番号：ＮＭ　００５２１４．４；ＧＩ
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：３３９２７６０４８およびマウスホモログについての受託番号：Ｕ９０２７０．１；Ｇ
Ｉ：４０９９８３６）
からなる群から選択される、項目２９に記載のデバイス。
（項目３１）
　約１０μｇ～約２．０ｍｇの前記抗原を含む、項目１に記載のデバイス。
（項目３２）
　前記足場の乾燥重量１グラム当り約０．１μｇ～約４００μｇの前記抗原を含む、項目
１に記載のデバイス。
（項目３３）
　約４０％～約９０％の多孔度を有する、項目１に記載のデバイス。
（項目３４）
　前記多孔性ポリマー足場が、約１０μＭ～約５００μＭの直径を有する細孔を含む、項
目１に記載のデバイス。
（項目３５）
　前記多孔性ポリマー足場が、ポリ乳酸（ＰＬＡ）、ポリグリコール酸（ＰＧＡ）、ポリ
（ラクチド－ｃｏ－グリコリド）（ＰＬＧＡ）、アルギネートもしくはその誘導体、ゼラ
チン、コラーゲン、フィブリン、ヒアルロン酸（ＨＡ）、アガロース、多糖類、ポリアミ
ノ酸、ポリペプチド、ポリエステル、ポリ無水物、ポリホスファジン、ポリビニルアルコ
ール（ＰＶＡ）、ポリアルキレンオキシド（ＰＡＯ）、ポリアリルアミン（ＰＡＭ）、ポ
リアクリレート、改変スチレンポリマー、プルロニックポリオール、ポロキサマー（poly
oxamer）、ポリウロン酸、およびポリビニルピロリドンもしくはそのコポリマー、または
そのグラフトポリマーからなる群から選択される化合物を含む、項目１に記載のデバイス
。
（項目３６）
　項目１に記載のデバイスと薬学的に許容される担体とを含む医薬組成物。
（項目３７）
　静脈内投与、皮下投与、腹腔内投与、または筋肉内投与用に製剤化される、項目３６に
記載の医薬組成物。
（項目３８）
　マイクロニードルパッチとして皮下投与用に製剤化される、項目３７に記載の医薬組成
物。
（項目３９）
　それを必要とする対象の疾患を処置する方法であって、
　前記複数の抗原が前記疾患に特異的である項目１に記載のデバイスを、対象に投与する
ステップ、
　前記デバイス内に捕捉された複数の免疫細胞を収集するステップであって、前記複数の
免疫細胞が前記複数の抗原に特異的であるステップ、および
　前記複数の免疫細胞を前記対象に投与することによって前記対象の前記疾患を処置する
ステップを含む方法。
（項目４０）
　前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、項目３９に記載の方法
。
（項目４１）
　前記複数の免疫細胞を増殖することによって、前記疾患に特異的である免疫細胞の増殖
された集団を生じさせるステップ、および
　免疫細胞の前記増殖された集団を前記対象に投与するステップをさらに含む、項目３９
に記載の方法。
（項目４２）
　前記疾患が、がんであり、前記デバイスが、前記がんに特異的である抗原を含む、項目
３９に記載の方法。
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（項目４３）
　前記がんが、頭頸部がん、乳がん、膵臓がん、前立腺がん、腎がん、食道がん、骨がん
、精巣がん、子宮頸がん、胃腸がん、膠芽腫、白血病、リンパ腫、マントル細胞リンパ腫
、肺の前新生物性病変、結腸がん、黒色腫および膀胱がんからなる群から選択される、項
目３９に記載の方法。
（項目４４）
　前記疾患が、自己免疫疾患であり、前記デバイスが、前記自己免疫疾患に特異的である
抗原を含む、項目３９に記載の方法。
（項目４５）
　前記自己免疫疾患が、Ｉ型糖尿病、多発性硬化症、関節リウマチ、炎症性腸疾患および
クローン病からなる群から選択される、項目４４に記載の方法。
（項目４６）
　前記疾患が、病原体によって引き起こされ、前記デバイスが、前記病原体に特異的であ
る抗原を含む、項目３９に記載の方法。
（項目４７）
　前記病原体が、ウイルス、細菌、原生動物、寄生虫および真菌からなる群から選択され
る、項目４６に記載の方法。
（項目４８）
　前記対象がヒトである、項目３９に記載の方法。
（項目４９）
　前記デバイスが前記対象に皮下投与される、項目３９に記載の方法。
（項目５０）
　前記デバイスが、前記対象に静脈内投与される、項目３９に記載の方法。
（項目５１）
　前記デバイスが前記対象に投与された約１日～約６０日後に前記複数の免疫細胞が収集
される、項目３９に記載の方法。
（項目５２）
　抗原に特異的な免疫細胞を得る方法であって、
　項目１に記載のデバイスを対象に投与するステップ、および
　前記デバイス内に捕捉された免疫細胞を回収することによって、前記抗原に特異的な免
疫細胞を得るステップ
を含む方法。
（項目５３）
　前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、項目５２に記載の方法
。
（項目５４）
　前記対象がヒトである、項目５２に記載の方法。
（項目５５）
　前記デバイスが前記対象に皮下投与される、項目５２に記載の方法。
（項目５６）
　前記デバイスが、前記対象に静脈内投与される、項目５２に記載の方法。
（項目５７）
　前記デバイスが前記対象に投与された約１日～約６０日後に前記複数の免疫細胞が収集
される、項目５２に記載の方法。
（項目５８）
　対象が自己免疫疾患を有するかどうかを決定する方法であって、
　前記複数の抗原が前記自己免疫疾患に特異的である項目１に記載のデバイスを、対象に
投与するステップ、
　前記デバイス内に捕捉された免疫細胞を収集するステップであって、前記免疫細胞が前
記自己免疫疾患に特異的であるステップ、および
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　前記デバイス内に捕捉された前記自己免疫疾患に特異的な免疫細胞の数を決定すること
によって、対象が自己免疫疾患を有するかどうかを決定するステップ
を含む方法。
（項目５９）
　前記対象からの前記デバイスを外植するステップをさらに含む、項目５８に記載の方法
。
（項目６０）
　前記対象がヒトである、項目５８に記載の方法。
（項目６１）
　前記デバイスが前記対象に皮下投与される、項目５８に記載の方法。
（項目６２）
　前記デバイスが、前記対象に静脈内投与される、項目５８に記載の方法。
（項目６３）
　前記デバイスが前記対象に投与された約１日～約６０日後に前記複数の免疫細胞が収集
される、項目５８に記載の方法。
（項目６４）
　項目１に記載のデバイスを製造する方法であって、
　複数の精製抗原を生理学的に適合性のポリマーとともにインキュベートしてポリマー－
抗原混合物を生じさせるステップ、
　前記ポリマー－抗原混合物を凍結し、凍結乾燥させ、ポロゲンと混合するステップ、
　前記混合物を圧縮成形してディスクを生成するステップ、
　前記ディスクを高圧ＣＯ２環境に付し、圧力を急速に低下させて、前記ポリマーを膨張
させ、かつ融合させて、連通型足場構造にするステップ、および
　前記構造を水に浸漬することによって前記足場構造から前記ポロゲンを浸出させて多孔
性物品を生じさせることによって、前記デバイスを製造するステップ
を含む方法。
（項目６５）
　前記ポリマーが、ラクチドとグリコリドのコポリマー（ＰＬＧ）またはアルギネートで
ある、項目６４に記載の方法。
（項目６６）
　前記ポロゲンが、ＮａＣｌまたはスクロースである、項目６４に記載の方法。
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